
All-sighte（オールサイト）とは、現場状況（写真、動画、GPS位置情報、コメント）の報告と
共有がスマートフォンを用いて行える、クラウドサービスです。 ≫≫特許取得済み技術
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システム概要

クラウドサーバ

• スマートフォンアプリで送信した情報は、プロジェクト単位（工事や地域など）ごとにクラウドサーバに蓄積されます。
• 蓄積された情報は同一プロジェクトの作業員間で共有できると共に、Web管理画面にて一元管理できます。
• 現場で撮影した写真または動画および、入力した状況コメントに加えGPS位置情報、送信者名、送信日時を自動付加します。
• 現場情報の報告・共有機能の他、参集通知機能やメッセージ機能などコミュニケーション機能を内包しています。

割当容量（データ）価格（月額）プラン名

20Gバイト16,500円(税込）ライト

50Gバイト33,000円(税込）スタンダード

300Gバイト55,000円(税込）アドバンス

料金体系

Web画面イメージ



活用シーン
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複数の工事現場における日々の報告・連絡・指示を簡単に
・KY活動、人員報告
・作業開始・終了報告
・作業進捗報告・指示
☞Point 現場に行かなくても、すぐに現場の状況確認ができます。

（管理者は複数現場の進捗状況の把握と一元管理が行えます）

広域インフラの現況報告や管理、防災訓練に
・広域インフラのパトロール（道路、河川、除雪、公共施設）
☞Point 危険個所や破損状況などを素早く正確に報告できます。

・防災訓練（通報訓練、連絡訓練）
☞Point 定期的に通報訓練や参集訓練、安否確認訓練を実施することで

有事の際の災害対応能力を高められます。

災害発生時の情報収集や対応指示に
・自然災害発生時の被災状況把握
☞Point 送信された広域の被災状況を地図上にて一元管理できます。

・災害時の初動対応（人員参集、連絡、指示）
☞Point 災害対応を行う人員の参集やメッセージ連絡を一括で行えます。

迅速な初動対応に繋げることができます。

クラウドサーバによる稼働保障

All-sighteでスマートフォンから送信された現場状況データはマイクロソフト社のクラウドサービスであるAzure
サーバ上に格納・管理されます。サーバは常に並列で稼働し、ハード障害に対しても高い可用性を保ちます。

稼働率補償

99.9%
不正アクセスへの対応

Azureセキュリティセンターにより外部からの不正アクセスなどの脅威の遮断や脆弱性への即時対処を自動的
に実施します。

情報漏洩の防止

サーバシステム側では下記の様々なセキュリティ対策を行い第三者への情報漏洩を防止します。
・ID及びパスワードによる認証・ユーザによる権限管理
・SSLによる暗号化通信 （https: の信頼されたサイトとして稼働）
・アプリ使用ポート以外の通信遮断（ポートフィルタリング）
・外部からのデータ通信は専用アプリからのみ受け付け
・システムへ接続するには管理者の配布する認証IDを登録したスマートフォン端末に限定

ウイルス対策・システム改ざん対策

サーバ及びスマートフォンアプリではウイルス対策及び登録審査システム改ざん対策を適切に実施しております。

【サーバアプリケーション側対策】
・サーバのウイルススキャンと定義更新を自動的に実施
・データ更新はサーバ側アプリケーションのみに限定
・外部からのWebサーバを介した脆弱性攻撃に対し常に最新の対策を実施（Azure セキュリティセンター）

【スマートフォンアプリ側対策】
・スマートフォンアプリは厳格な審査を経てストアアプリとして登録
・ユーザはストアアプリとして安全に専用アプリをダウンロード
・アプリのバージョンアップは自動更新で行われ、常に最新の状態を維持

infomail@a-sighte.com http://www.a-sighte.com

製品に関するお問い合わせは、次のインフォメーションをご利用ください。

株式会社Holostruction


